
ポスター発表　8月 26日（土）

ポスター発表 1日目（会場：1162-1164） 15 : 00 ～ 17 : 00

在席責任時間　奇数番号　15 : 00 ～ 16 : 00　　偶数番号　16 : 00 ～ 17 : 00

認知・感情

P1A01 眼球運動指標を用いた虚偽検出
―非接触的測定における刺激呈示法の検討（4）―

〇 片岡　杏友 
小野　洋平 
谷口　泰富

駒澤大学大学院人文科学研究科
駒澤大学文学部
駒澤大学文学部

P1A02 眼球運動指標を用いた虚偽検出
―非接触的測定における刺激呈示法の検討（5）―

〇 小野　洋平 
片岡　杏友 
石岡　綾香 
軽部　幸浩 
谷口　泰富

駒澤大学文学部
駒澤大学大学院人文科学研究科
駒澤大学文学部
駒澤大学文学部
駒澤大学文学部

P1A03 SNSにおける発信動機の推測に及ぼす自己卑下呈
示規範の影響

〇 野口　直樹 大阪大学大学院人間科学研究科

P1A04 大学生の無気力における「性差についての仮説」
の検証（1）

〇 長内　優樹 合同会社セカンダリー

P1A05 行動が裁判に持つ影響力 〇 岩崎　章浩 HERO法律事務所

P1A06 初対面挨拶における話者と聴者の性別と発話速度
と声の高さが印象形成に及ぼす影響

〇 橋本　和奈実 法政大学大学院人文科学研究科

P1A07 触感語の嗜好性に関する調査研究 〇 稲葉　隆 日本大学大学院総合社会情報研究科



社会・文化、スポーツ

P1B01 公共場面における迷惑行動への効果的注意の与え
方
―地下鉄内における大声でのおしゃべりをケース
として―

〇 濱　保久 北星学園大学文学部

P1B02 デジタル化された地域文化資源の鑑賞と地域文化
への評価
―大坂画壇の鑑賞が大阪文化への興味に及ぼす影
響―

〇 林　直保子 関西大学社会学部

P1B03 日中大学生のリーダーシップ行動意識に関する比
較研究

〇 施　桂栄 関東学院大学人間共生学部

P1B04 「二次創作への興味」で腐女子を識別できるのか？
―北田（2017）の腐女子の操作的定義の妥当性を
検証する―

〇 山岡　重行 聖徳大学心理学科

P1B05 スマートフォンによるインターネット依存傾向尺
度の作成

〇 黒川　雅幸 
本庄　勝 
三島　浩路

愛知教育大学教育学部
株式会社 KDDI総合研究所
中部大学現代教育学部

P1B06 子どものデジタルゲーム利用に対する保護者の意
識、介入行動（1）
―親と子のデジタルゲームの利用と親のゲームの
影響に対する認識―

〇 堀内　由樹子 
田島　祥 
寺本　水羽 
松尾　由美 
坂元　章

お茶の水女子大学
東海大学
お茶の水女子大学
関東短期大学
お茶の水女子大学

P1B07 規範逸脱の知覚と怒り表出の関係（4）
―怒りの表出を規定する要因の検討―

〇 長澤　里絵 立正大学心理学部

P1B08 声明によるリラクセーション効果の検討 〇 左藤　碧 帝塚山大学大学院心理科学研究科

P1B09 初対面の男性から話しかけられた女性の意思決定
―セミフィールド実験の試み―

〇 仲嶺　真 筑波大学人間系／日本学術振興会特
別研究員

P1B10 マイバッグ利用行動を促進するには
―費用と便益，資源節約意識と金銭節約意識の影
響―

〇 柿本　敏克 群馬大学社会情報学部



P1B11 大学生の自己意識に関する研究
―Sel�e行動との関連性の検討―

〇 山田　竜平 立正大学心理学部

P1B13 災害発生時の受け止め方が防災行動に与える影響 〇 髙橋　尚也 立正大学心理学部対人・社会心理学
科

P1B14 内部告発の理由認知と内部告発に対する態度との
関連性

〇 王　晋民 千葉科学大学危機管理学部

P1B15 コーピング・スキルが心理的ストレス反応に及ぼ
す効果

〇 木島　恒一 北陸学院大学人間総合学部

P1B16 大学生における動画サイトの習慣的視聴と選択的
視聴

〇 生駒　忍 川村学園女子大学文学部

P1B17 主観的幸福感の規定要因
―JGSS（日本版 General Social Surveys）データを用
いた検討―

〇 浜橋　侑希 
鷲見　克典

名古屋工業大学大学院工学研究科
名古屋工業大学大学院工学研究科

P1B18 快楽主義と理性主義によるウェルビーイングの主
観的側面
―就労成人の実態に関する予備的調査―

〇 鷲見　克典 名古屋工業大学大学院工学研究科

P1B19 スポーツによるけがの受容，回復とソーシャルサ
ポートの認知
―比較的軽症のけがの場合―

〇 本多　麻子 東京成徳大学応用心理学部



P1B20 大学生アスリート用ヴァルネラビリティ尺度の作
成の試み

〇 山口　慎史 

川田　裕次郎 

金子　洋平 

中家　寛貴 

柴田　展人 

広沢　正孝

順天堂大学大学院スポーツ健康科学
研究科／順天堂大学スポーツ健康医
科学研究所
順天堂大学大学院スポーツ健康科学
研究科／順天堂大学スポーツ健康科
学部
順天堂大学大学院スポーツ健康科学
研究科
順天堂大学大学院スポーツ健康科学
研究科
順天堂大学大学院スポーツ健康科学
研究科／順天堂大学スポーツ健康科
学部／順天堂大学大学院スポーツ健
康医科学研究所
順天堂大学大学院スポーツ健康科学
研究科／順天堂大学スポーツ健康科
学部

P1B21 ラリーレース中の心拍に関する研究 〇 小山　遥陽 
濱田　泰以 
来田　宣幸

京都工芸繊維大学工芸科学研究科
京都工芸繊維大学
京都工芸繊維大学

産業・職業、交通

P1C01 自己覚知の喚起を促す企業研修によって自己概念
は変わるか
―リーダーの自己概念の変容による多様化がリー
ダー行動におよぼす影響（1）―

〇 田中　堅一郎 
外島　裕 
宮入　小夜子 
坂田　桐子

日本大学大学院総合社会情報研究科
日本大学商学部
開智国際大学
広島大学大学院総合科学研究科

P1C02 東大版総合人格目録（TPI）の基本尺度等による
15年間隔の変化研究
―成人男子を対象とした相関値を用いた 
rank-order stability―

〇 外島　裕 日本大学商学部

P1C03 「ココロの健康診断 eMe」性格指標の基準関連妥当
性の検討
―ストレス指標との関連について―

〇 橋上　愛子 

廣山　祐仁 

外島　裕

東京海上日動メディカルサービス
（株）
東京海上日動メディカルサービス
（株）
日本大学

P1C04 上司のワーク・エンゲイジメントと職場サポート
および部下育成能力の関連
―自己の成長を媒介要因とするモデルの検証―

〇 天池　雅彦 名古屋市立大学大学院人間文化研究
科

P1C05 保育者の再就職における意思決定過程の分析
―他業種との比較を通じて―

〇 山本　睦 常葉大学保育学部

P1C06 多元的無知のプロセスにおける心理的安全風土知
覚の調整効果

〇 宮島　健 九州大学大学院人間環境学府



P1C07 仕事から家庭への葛藤と仕事生活との関連
―乳幼児のみを持つ父母に限定して―

〇 原　健之 
佐藤　寛子

白百合女子大学大学院文学研究科
白百合女子大学大学院文学研究科

P1C08 大学生の主体性に関する研究
―その形成要因と大学教育の効果―

〇 坂口　敏清 
川合　悟

帝塚山大学大学院心理科学研究科
帝塚山大学

P1C09 保育士の役割イメージの PAC分析
―行事開催時の役割について―

〇 松浦　美晴 
上地　玲子

山陽学園大学総合人間学部
山陽学園大学総合人間学部

P1C10 新人保育士の保護者対応について
―保護者へのインタビュー調査から―

〇 上地　玲子 
松浦　美晴

山陽学園大学総合人間学部
山陽学園大学総合人間学部

P1C11 上司の部下に対する信頼と信頼行動との関連 〇 芳賀　千夏子 
松本　友一郎

中京大学大学院心理学研究科
中京大学心理学部

P1C12 看護師の初期キャリア発達における組織コミット
メントの変容

〇 竹内　久美子 
松下　由美子

佐久大学看護学部
佐久大学看護学部

P1C13 組織社会化過程における新規学卒者の企業研修効
果に及ぼす心理的要因
―縦断的分析―

〇 竹内　倫和 学習院大学経済学部

発達・教育

P1D01 大学生のボランティア活動による援助成果と自己
肯定意識

〇 梶原　隆之 文京学院大学人間学部

P1D02 増大的知能観保持者は失敗から洞察を導きえるか 〇 市村　祐樹 
井田　政則

立正大学大学院心理学研究科
立正大学心理学部

P1D03 特別支援教育における教員の役割に関する研究（3）
―教員のタイプ別の連携の実態とその評価の関係
について―

〇 林　幸範 
石橋　裕子

池坊短期大学
帝京科学大学



P1D04 特別支援教育における教員の役割に関する研究（4）
―小学校での特別支援教育における実践につい
て―

〇 石橋　裕子 
林　幸範

帝京科学大学教育人間科学部
池坊短期大学幼児保育学科

P1D05 スマートフォンによるインターネット依存スタイ
ルの分類
―依存スタイルとスマートフォンアプリの関連―

〇 三島　浩路 
本庄　勝 
黒川　雅幸

中部大学現代教育学部
株式会社 KDDI総合研究所
愛知教育大学教育学部

P1D06 看護職レディネス尺度の開発に向けて
―予備調査の結果から―

〇 三浦　恭代 千里金蘭大学看護学部看護学科

P1D07 大学生の学習動機づけに関する基礎的研究Ⅰ
―友人選択の動機づけと自尊感情に着目して―

〇 尾形　和男 
増南　太志

埼玉学園大学
埼玉学園大学

P1D08 大学生の学習動機づけに関する基礎的研究Ⅱ
―友人選択の動機づけと仮想的有能感に着目し
て―

〇 増南　太志 
尾形　和男

埼玉学園大学
埼玉学園大学

P1D09 大学生における信頼感と学校居心地感の関連 〇 髙田　莉恵 
中地　展生

帝塚山大学大学院心理科学研究科
帝塚山大学心理学部

P1D10 「キモい」についての研究 〇 角野　善司 高崎健康福祉大学人間発達学部

人格、検査・測定

P1E01 大村政男と血液型心理学
―日本応用心理学会における活動を振り返って（2）
―

〇 藤田　主一 
浮谷　秀一

日本体育大学
東京富士大学

P1E02 新しいエニアグラム・パーソナリティ尺度の開発
―HDBモデル（Being,Doing,Having）に基づいて―

〇 徳吉　陽河 コーチング心理学協会

P1E03 大学生における人生の意味の探求とスピリチュア
ルな態度の関連

〇 伊坂　裕子 
木村　友昭 
内田　誠也 
山岡　淳

日本大学国際関係学部
MOA健康科学センター
MOA健康科学センター
MOA健康科学センター



P1E04 点過程間類似度に対する EFA及び SEM適用の提
唱
―spike trainデータの拡張分析のために―

〇 廣島　克佳 

P1E05 海外留学における国内学生の「グローバル能力」
調査

〇 星　洋 社団法人行動特性研究所

P1E06 筆跡鑑定における先行知識 〇 関　陽子 科学警察研究所

P1E07 日芸版「癒し」評価スケールの一致度の検討
―花や写真の鑑賞による癒しの評価―

〇 内田　誠也 
木村　友昭 
山岡　淳 
松本　洸

一般財団法人MOA健康科学センター
一般財団法人MOA健康科学センター
一般財団法人MOA健康科学センター
日本大学芸術学部



 

ポスター発表　　8月 27日（日）

ポスター発表 2日目（会場：1162-1164） 14 : 15 ～ 16 : 15

在席責任時間　奇数番号　14 : 15 ～ 15 : 15　　偶数番号　15 : 15 ～ 16 : 15

認知・感情

P2A08 明暗が垂直–水平錯視の錯視量変化特性に及ぼす
影響

〇 小原　宏基 
川合　悟

帝塚山大学大学院心理科学研究科
帝塚山大学大学院心理科学研究科／
帝塚山大学心理学部

P2A09 嘘を見抜こうとする時の意識調査 〇 羽佐田　紗世 
井田　政則

立正大学大学院心理学研究科
立正大学心理学部

P2A10 色彩と記憶のむすびつきについて
―色彩を使用した記憶力を高める方法―

〇 下平　晃道 
来田　宣幸

Murgraph
京都工芸繊維大学

P2A11 BCAAを用いて脳内 Tryptophanを枯渇させること
による意思決定能力の変化

〇 桒原　郁恵 帝塚山大学大学院心理科学研究科

P2A12 顔と眼鏡の形の組み合わせによる顔の印象判断 〇 岡村　靖人 
浦　光博

追手門学院大学大学院心理学研究科
追手門学院大学心理学部

P2A13 臓器移植に対する関心と臓器提供意思表示につい
ての検討
―臓器移植態度，援助規範意識，対象別利他行動
の比較―

〇 今野　順 横浜市立大学大学院都市社会文化研
究科

P2A14 被透視感が援助要請意図に及ぼす影響 〇 静間　健人 
土田　昭司

関西大学大学院社会安全研究科
関西大学社会安全学部

P2A15 動作観察時における理学療法士の視線特性につい
て

〇 大桐　将 
 
来田　宣幸

山田整形外科病院リハビリテーショ
ン学科
京都工芸繊維大学大学院工芸科学研
究科



 

産業・職業、交通

P2C14 商品選択における文脈効果（Ⅱ）
―3選択肢場面と 4選択肢場面の比較―

〇 蜂屋　真 流通科学大学人間社会学部

P2C15 リーダーシップ研究の新潮流
―学説展望による VUCA時代の新たなリーダー
シップのあり方の探究―

〇 堀尾　志保 （株）日本能率協会マネジメントセン
ター

P2C16 経営幹部への移行期（トランディション）につい
ての事例研究
―現在進行形の経験からの内省を通じたリーダー
育成―

〇 河田　美智子 
 
外島　裕

（株）日本能率協会マネジメントセン
ター
日本大学商学部

P2C18 保育の職場ストレスがストレス対処行動 , 職場で
の楽しみに与える影響
―テキストマイニングによるアプローチ―

〇 北村　莉彩 
竹田　達生 
小山　秀之 
治部　哲也

帝塚山大学大学院心理科学研究科
帝塚山大学大学院心理科学研究科
わかやま心理教育サポートセンター
関西福祉科学大学健康福祉学部

P2C19 保育士の職場外ストレスがストレス対処行動 , 職
場外の楽しみに与える影響
―テキストマイニングによるアプローチ―

〇 竹田　達生 
北村　莉彩 
小山　秀之 
治部　哲也

帝塚山大学大学院心理科学研究科
帝塚山大学大学院心理科学研究科
わかやま心理教育サポートセンター
関西福祉科学大学健康福祉学部

P2C20 中国人従業員の労働価値観について 〇 劉　双 
松田　幸弘

大阪経済大学人間科学研究科
大阪経済大学人間科学研究科

P2C21 鍼灸実習時に敢行される不安全行動の背景因子の
検討

〇 菊池　勇哉 
 
森泉　慎吾 
臼井　伸之介

宝塚医療大学保健医療学部鍼灸学科
／大阪大学大学院人間科学研究科
大阪大学大学院人間科学研究科
大阪大学大学院人間科学研究科

P2C22 自転車交通規則に対する重要度評定と批判的思考
態度

〇 矢野　伸裕 科学警察研究所

P2C23 自動運転状態をドライバーに伝達するための車室
内表示の基礎的検討

〇 大谷　亮 一般財団法人日本自動車研究所

P2C24 子供と高齢者の交通ハザードの知覚特性 〇 島崎　敢 国立研究開発法人防災科学技術研究
所



 

P2C25 高齢歩行者の事故防止をどう進めるか 〇 長塚　康弘 新潟大学（名誉教授）

発達・教育

P2D11 大学生におけるソーシャルサポートとインター
ネット利用との関連

〇 西田　敬志 
川田　裕次郎 
 
 
柴田　展人 
 
 
広沢　正孝

順天堂大学スポーツ健康科学部
順天堂大学スポーツ健康科学部／順
天堂大学大学院スポーツ健康科学研
究科
順天堂大学スポーツ健康科学部／順
天堂大学大学院スポーツ健康科学研
究科
順天堂大学スポーツ健康科学部／順
天堂大学大学院スポーツ健康科学研
究科

P2D12 遊びと共感性との関連
―遊び体験と男女差に着目して―

〇 木下　雅博 
大西　彩子 
森　茂起

甲南大学大学院人文科学研究科
甲南大学文学部
甲南大学文学部

P2D13 内的作業モデルおよび自己肯定意識と幸福感との
関連

〇 嶺　哲也 帝塚山大学大学院心理科学研究科

P2D14 大学生における孤独感の原因及び孤独感への対処
行動に関する研究
―日本と中国の比較―

〇 謝　穎 
川田　裕次郎 
上村　明 
広沢　正孝

順天堂大学大学院
順天堂大学大学院／順天堂大学
順天堂大学／和洋女子大学
順天堂大学大学院／順天堂大学

P2D15 幼児期初期における「じぶん」の認識について
―「じぶん」をどのように見ているのか―

〇 高木　玉江 大阪健康福祉短期大学子ども福祉学
科

P2D16 大学生の就職活動に伴う心理的ストレス過程
―ストレッサーの分析―

〇 古屋　健 立正大学心理学部

P2D17 就職に対する明確な態度がライフコースのイメー
ジに及ぼす影響（1）

〇 中尾　彩子 
雨森　雅哉

修紅短期大学
日本体育大学

P2D18 就職に対する明確な態度がライフコースのイメー
ジに及ぼす影響（2）
―ライフコースイメージ内容との検討―

〇 雨森　雅哉 
中尾　彩子

日本体育大学
修紅短期大学



P2D19 中学生の学習習慣の変化と成績との相関分析
―私立中学校における縦断調査の事例検討―

〇 大門　耕平 

来田　宣幸

京都工芸繊維大学大学院工芸科学研
究科
京都工芸繊維大学大学院工芸科学研
究科

P2D20 スクールカーストと自尊感情の関連 〇 佐藤　舞 早稲田大学大学院文学研究科

P2D21 幼児期の道具使用と言語の発達的関連性
―「道具使用に伴う行為」と「行為をあらわす言
語表現」を巡って―

〇 萩原　広道 京都大学大学院人間・環境学研究科

臨床・相談、看護、介護・福祉

P2F01 醜形恐怖心性と自尊感情との関連 〇 大村　美菜子 
沢宮　容子

東京福祉大学学生相談室
筑波大学大学院人間系

P2F02 「能動的ユーモア」によるストレスコーピングの効
果
―質問紙法とインタビュー調査によるユーモア
コーピングのストレス緩和効果の検討―

〇 西野　弓月 
大久保　純一郎

帝塚山大学心理科学研究科
帝塚山大学心理学部

P2F03 喪失対象の無意図的想起に関する探索的研究 〇 田上　恭子 
山中　亮

愛知県立大学看護学部
名古屋市立大学大学院人間文化研究
科

P2F04 カウンセラーの方言による応答の効果について 〇 近藤　和也 
内藤　哲雄

河合塾
福島学院大学大学院心理学研究科

P2F05 ADHD傾向と自閉症傾向が友人関係に及ぼす影響
―対人的なふれあい恐怖心性をもちいて―

〇 大久保　純一郎 帝塚山大学心理学部

P2F06 UPIとバウムテストのカウンセリング導入効果
―質問紙法テストと投影法テストから―

〇 木村　たき子 
八木　利香

コンピタンス心理学センター
狭山准看護学校

P2F07 松村教授と看護相談 〇 林　潔 白梅学園短期大学



 

P2F08 社会人経験を有する看護学生の対人能力について
―アサーティブネスからわかること―

〇 武士　由美 
國宗　多恵

甲南女子大学看護学研究科
甲南女子大学心理学部

P2F09 看護師の感情コントロール
―感情調整の対象と規定因の検討―

〇 有吉　照子 目白大学看護学部

P2F10 対人援助場面での文脈的業績が感情体験の社会的
共有に与える影響の予備的分析

〇 森本　寛訓 川崎医療短期大学一般教養

P2F11 看護学生の評価の受け止め方とレジリエンスの関
連性

〇 大西　安代 
 
林　美栄子

公益社団法人神戸市民間病院協会神
戸看護専門学校
公益社団法人神戸市民間病院協会神
戸看護専門学校

P2F12 看護学生のキャリア発達の要因
―評価との関連―

〇 林　美栄子 
 
大西　安代

公益社団法人神戸市民間病院協会神
戸看護専門学校
公益社団法人神戸市民間病院協会神
戸看護専門学校

P2F13 患者からのコミュニケーションへの対応について 〇 荒木　晴海 
林　潔 
有吉　照子

欣助会吉祥寺病院
白梅学園短期大学
目白大学看護学部

P2F14 看護師の情動知能と被受容感・被拒絶感との関連 〇 中島　正世 
杉山　崇

神奈川大学大学院人間科学研究科
神奈川大学人間科学部

P2F15 通所介護サービスにおける各種プログラムの癒し
効果
―日芸版「癒し」評価スケール（改定簡易版）に
よる測定結果より―

〇 木村　友昭 
松本　洸 
烏帽子田　彰 
内田　誠也 
山岡　淳

一般財団法人MOA健康科学センター
日本大学芸術学部
広島大学医学部
一般財団法人MOA健康科学センター
一般財団法人MOA健康科学センター

P2F16 介護職の自律性と職務遂行に係る諸要因との関係
―特別養護老人ホームの見地から―

〇 村田　教枝 
二瓶　哲

株式会社タップクリエート
株式会社タップクリエート

P2F17 特別養護老人ホームに勤務する介護職員の職場へ
の帰属感覚が就業意向に与える影響

〇 松田　祐輝 帝塚山大学心理科学研究科

P2F18 障害者に対する大学生の意識について 〇 豊村　和真 北星学園大学社会福祉学部



 

P2F19 中高年における身体的不調の被援助志向性
―被援助志向性の規定因の検討―

〇 飯田　敏晴 
永井　智

山梨英和大学
立正大学心理学部

P2F20 自己効力感の構成概念についての検討 〇 中谷　章子 
浮谷　秀一

筑波大学大学院人間総合科学研究科
東京富士大学

矯正・非行・犯罪

P2G01 虚偽検出検査における質問呈示方法の検討（3） 〇 軽部　幸浩 
石岡　綾香 
小野　洋平 
谷口　泰富

駒澤大学文学部
駒澤大学文学部
駒澤大学文学部
駒澤大学文学部

P2G02 地域におけるソーシャルキャピタルと体感治安の
因果関係
―縦断データによる交差遅延効果モデルからの検
討―

〇 玉井　航太 
藤田　英典

北海商科大学
共栄大学

P2G03 金融機関における特殊詐欺対策に関する心理学的
検討（1）
―顧客に対する有効な声掛け方法の検討―

〇 廣瀬　竜太郎 
木村　真利子 
西田　公昭

立正大学大学院心理学研究科
立正大学大学院心理学研究科
立正大学心理学部

P2G04 金融機関における特殊詐欺対策に関する心理学的
検討（2）
―声掛けに対する顧客反応への金融機関職員への
意見分析―

〇 木村　真利子 
廣瀬　竜太郎 
西田　公昭

立正大学大学院心理学研究科
立正大学大学院心理学研究科
立正大学心理学部

P2G05 海外旅行における不正な保険金請求の検討 1
―保険金請求内容の基礎分析―

〇 染矢　瑞枝 
阿部　光弘 
入山　茂 
桐生　正幸

三井住友海上火災保険株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
東洋大学大学院社会学研究科
東洋大学心理学部

P2G06 海外旅行における不正な保険金請求の検討 2
―保険金請求の分類と詐欺の特徴について―

〇 阿部　光弘 
染矢　瑞枝 
入山　茂 
桐生　正幸

三井住友海上火災保険株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
東洋大学大学院社会学研究科
東洋大学社会学部

P2G07 海外旅行保険における不正な保険金請求の検討 3
―海外旅行保険商品を対象とした分析―

〇 入山　茂 
阿部　光弘 
染矢　瑞枝 
桐生　正幸

東洋大学大学院社会学研究科
三井住友海上火災保険株式会社
三井住友海上火災保険株式会社
東洋大学社会学部


